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絵：北九州市立大学防犯・防災プロジェクトMATE’s

まず、ひとつ目は、

『周りから見えにくい』ということです。

人通りが少なかったり、

建物などで死角になってしまう場所は

誘拐や性犯罪、ひったりなどの犯罪が起こりやすいです。

『周りから見えにくい』場所は特に注意が必要です。

見通しが良かったり、明るくても、

高い塀や、建物に囲まれているなど、

周りから見えないところは注意が必要です。

～犯罪の起きやすい場所～
【この読み文は、２枚目／４枚】 ①／④
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そして、もうひとつは、

『誰でも自由に入りやすい』ということです。

犯罪を起こす人は、見た目では見分けがつきません。

自由に出入りできるということは、

犯罪のチャンスが十分にあることになりますし、

不審な人物と気付きにくいものです。

入りにくい場所よりも、

入りやすい場所の方が、実は犯罪が起きやすいことになります。

～犯罪の起きやすい場所～
【この読み文は、３枚目／４枚】 ②／④
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このまちの人たち、

このまちの子ども達の、安全と笑顔を守っていくために

地域の中で目線を配りましょう。

パトロール活動の際や、日頃、通っているときに

少し注意して見てみましょう。

周りから見えにくいところ。

そして、入りやすいところ。

『入りやすくて、見えにくい』この言葉がキーワードです。

『入りやすくて、見えにくい』

こうした場所には注意していきましょう。

おしまい、おしまい。

～犯罪の起きやすい場所～
【この読み文は、４枚目／４枚】 ③／④
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穏やかに暮らすこのまち。

犯罪が起きるなんて、日頃は想像もつきません。

でも、突然、犯罪が起きて、暮らしの安全が脅かされます。

普段何気なく通っている道にも、実は危険な場所があるかもしれません。

『犯罪が起こりやすい場所』には、

大きく２つの特徴があります。

【この読み文は、１枚目／４枚】 ④／④


